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●お問い合わせ先／ （公財）京都産表21 事業支援部 新産業推進グループ　TEL：075-315-8677  E-mail：kensho@ki21.jp

令和3年度 京都中小企業技術大賞

　京都中小企業技術大賞は平安建都1200年を記念して、
平成５年から毎年実施している技術顕彰制度です。技術開
発に成果を挙げ、京都産業に貢献した中小企業の功績を
讃えるもので、これまでに延べ186社を表彰しています。
受賞企業には、京都府知事から表彰状、財団理事長から表
彰楯および副賞を贈呈するとともに、記者発表、情報誌や
展示会で広報します。
　このたび、令和3年度の大賞企業を募集しますので、下
記の要領でご応募ください。

独創性のある優秀な新製品・新技術を開発された皆様へ　是非、ご応募ください
◆募集期間／令和3年3月1日（月）～5月31日（月） 募集！

●財団ホームページ ：
　https://www.ki21.jp/technology/r03/boshu/
●応募先 ： 〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134

京都府産業支援センター内
（公財）京都産業21事業支援部 新産業推進グループ

●Eメール ： kensho@ki21.jp
 　　　　　※Eメールには添付ファイルの容量制限（５MB)がございます。

応募方法
「募集要項」「申請書」を財団ホームページよりダウンロードし、
対象とする「技術又は製品」を一つ特定の上、応募ください。

審査基準
【１】 独創性 【４】 健全な経営
【２】 時宜に適し優秀 【５】 他企業の模範
【３】 研究開発の積極性

選考結果
令和3年11月頃に書面にて応募全企業に選考結果を通知する
予定です。

応募資格
①京都府内に本社を置く中小企業であること。
②対象とする技術又は製品の売上実績があること。

【令和2年度受賞企業】
◆技 術 大 賞：㈱大日本精機
◆優秀技術賞：京都機械工具㈱、国産部品工業㈱、㈲綵巧、㈱サンエムカラー、
 サンプラスチックス㈱、㈱服部製作所
◆特別技術賞：篠春織物㈱
　これまでの表彰企業は、ホームページで紹介しています。
 ⇒ https://www.ki21.jp/technology/

［五十音順］

〇必要書類 ： 申請書、直近3か年の決算書類
〇任意書類 ： 企業紹介や対象となる『技術・製品』についての

説明資料等

生医療における細胞選別です。例えばiPS細胞から心筋細胞に
分化・誘導した場合、分化・誘導率が100%ではないため未分化
状態の細胞も混ざることになりますが、未分化細胞から疾患の
原因となる細胞が形成されるなどのリスクがあるので、分化細
胞のみを選別・取得しなければなりません。ここで、ターゲットと
するmiRNAを認識できる配列と、自殺遺伝子と呼ばれる自爆
装置となるタンパク質を含むRNAスイッチを導入すると、ター
ゲットのmiRNAを持たない細胞、つまり、心筋細胞以外の細胞
に細胞死を引き起こすことができ、従来のような大規模な装置
を使うことなく、心筋細胞のみを簡単に取り出すことが可能と
なります。この技術の応用により、当社では現在、心筋細胞用を
はじめとする6つの試薬を販売しています。
　そしてもう一つの用途が、創薬シードとなり得る標的miRNA
の探索で、特定のmiRNAを認識できる配列と、蛍光タンパク質
遺伝子を含むRNAスイッチを導入すれば、その細胞が光るか
否かによって、ターゲットとするmiRNA、たとえばがんの増悪に
関わるmiRNAを判別することができます。すでに増悪化に関
わるmiRNAの候補が報告され、治療薬の研究が進んでいるが
ん種もありますが、RNAスイッチライブラリーを活用し、さまざ
まながん細胞をスクリーニングした結果、新規性の高い増悪化
に関わると推測されるmiRNAを検出することができました。今
後はライセンスア
ウトを視野に入れ、
このmiRNAを標的
とする探索研究に
取り組んでいく予
定です。
　設立時から胸に
描いているのは、治
療薬の行き届いていない領域を、新しい光で照らしたいという
思い。将来的には、神経変性疾患や免疫疾患に関わるmiRNA
の探索や、その治療薬の研究を手掛けたいと考えています。
その志を成し遂げるだけの強固な財務基盤を構築すべく、ビ
ジネスマッチングをはじめとする京都産業21の支援を積極的
に活用しながら、創薬事業を軌道に乗せることが目下の目標
です。

RNAスイッチ技術を基盤技術とする
京都大学iPS細胞研究所発ベンチャー

　当社は2018（平成30）年、「miRNA（マ
イクロRNA）の新規機能の発見を通じて
再生医療と新薬創出に貢献する」との企
業理念のもと設立しました。基盤技術とし
て位置づけているのは、京都大学iPS細胞
研究所（CiRA）の齊藤博英教授らによっ
て発明されたRNAスイッチ技術です。
　RNAスイッチとは、細胞内に存在し生命

現象のさまざまな作用機序を制御すると言われているmiRNA
を検知できるツールです。ヒトのmiRNAは現在報告されている
だけでも約2700種にのぼりますが、ただ細胞内に存在している
だけのmiRNAや活性miRNA、疾患に関連する活性miRNAなど
が、細胞種ごとに特異的に発現しています。RNAスイッチは、特
定のmiRNAを認識できる配列（相補配列）を含む、人工的に作製
したｍRNA（メッセンジャーRNA）で、ターゲットとするmiRNAの
活性状態を、細胞が生きたまま識別できることが特徴です。

　どの細胞で、どのようなmiRNAが働いているのかを確認す
るためのスクリーニングには、すべてのmiRNAに対応する
RNAスイッチが必要です。当社はまず、約2700のRNAスイッ
チを作製し、RNAスイッチライブラリーとして完成させるとこ
ろからスタート。その時期の支えとなったのが、平成30年度
「企業の森・産学の森」推進事業を通じた京都産業21の支援で
す。ライブラリーと設備が整ったことで、2019（令和元）年に
は、再生医療における課題解決に貢献する細胞識別・選別試薬
の製品化に成功しました。

RNAスイッチを活用したビジネスモデルを確立し
治療薬が行き届いていない疾患領域に挑戦したい
　RNAスイッチには二つの用途があり、その一つが前述の再

Comp a n y  D a t a
●代表取締役／進 照夫
●所　在　地／京都市左京区吉田下阿達町46-29 イノベーションハブ京都
●電　　　話／075-757-6234
●設　　　立／2018（平成30）年4月
●事 業 内 容／RNAスイッチ技術の活用による、細胞識別・選別試薬の開発・製造、
　　　　　　　疾患標的miRNAの探索、核酸医薬の研究・開発

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ イノベーション推進部 産学公住連携グループ　TEL.075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

「『企業の森・産学の森』推進事業」活用企業紹介「『企業の森・産学の森』推進事業」活用企業紹介 取  材

株式会社aceRNA TechnologiesRNAスイッチ技術の活用により、
再生医療・創薬分野への貢献を目指す

平成30年度「『企業の森・産学の森』推進事業」を活用された株式会社aceRNA Technologiesの代表取締役 進照夫氏に、RNAスイッチ
技術を活用した試薬・miRNA探索ツールの開発やビジョンについてお話を伺いました。

代表取締役　進 照夫氏

細胞選別に利用する場合

miRNA探索に利用する場合

RNAスイッチのケース別利用

蛍光タンパク質遺伝子を含むRNAスイッチを用いた
スクリーニングの様子

http://www.acernatec2.com/


